
改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針

【１ 県負担の最少化】
（将来収支予測の的確な反映）

①将来交通量を見直し収支予測を精査

②新たな事業計画の検討

【２ 経営基盤の強化】
(利用促進策の実施)

　　回数券の販売強化、利用促進等の推進
　　①回数券：6,720冊 　　①回数券：6,850冊   ①回数券：7,000冊
　　②共通休日特別通行券配布枚数：10,000枚 　　②共通休日特別通行券配布枚数：10,200枚   ②共通休日特別通行券配布枚数：10,400枚

①回数券の販売

②共通休日特別通行券の配布

③渋滞時への対策の強化

④駐車場の利用促進のためのPR

（経費の削減）

 

②不用資産の処分

【３ 進行管理結果の公表】
（県議会への報告、情報の公表）

　※注　［　　］は目標達成状況、              は対応時期(◆)が明確な事項を表示、　　  　     は改革期間及び推進事項を表示

 　[Ｒ3.6　県ホ－ムペ－ジ公表]

・地元広報誌等を活用した利用促進PRを
　実施

・駐車場安全対策を確保し利用促進ＰＲを
　実施

　（友部駅北口）

 　[Ｒ3.6         県議会報告]

② 下総利根大橋有料道路の管理事務所等の処分に係る調整

①有料道路料金徴収機器更新による経費
 の削減 ① 若草大橋の料金徴収機器の定期更新に伴い、ライフサイクル

　コストを考慮した機種に変更

④ 笠間市、城里町の広報誌を活用した利用促進ＰＲ

② 共通休日特別通行券の配布：10,800枚（水海道、若草）

　（R3.7.22～R3.11.28までの土日祝日）

③ 情報板、公社HP、SNSなどの情報発信（常陸那珂、筑波山）

① 回数券の販売：6,812冊（R3.4～R4.3）

　（水海道：3,483冊、若草：3,329冊）

　　　　　　　　　　　

　

令和３年度 令和４年度 令和５年度

① 実績に基づき、将来交通量見直しを実施

団 体 名 及 び 部 局 ・ 課 名 茨城県道路公社 土木部道路維持課

改 革 遂 行 責 任 者 理事長、理事
　　　土木部長、道路維持課長、
　　　総務部長、出資団体指導監

将来収支予測の精査、事業への的確な反映等

経費削減

毎年度改善成果を県議会へ報告、ホームページ等で公表


